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日 曜 行 事 

２ 水 避難訓練② 

３ 木 
小）ねぷた交流 

中）陶芸教室 

４ 金 高）実習壮行会 

６ 日 青年学級② 

７ 月 
高）後期現場実習～１８ 

黒石高校看護臨地実習 

９ 水 中）職場施設見学（３年） 

１１ 金 保護者職場施設見学 

１４ 月 黒石高校看護臨地実習 

１６ 水 中）職場施設見学（２年） 

１８ 金 小）社会見学 

２５ 金 学校公開 

２８ 月 合同体育④ 

２９ 火 第２回学校運営協議会 

３０ 水 高）実習報告会 

  

いよいよ待ちに待った新校舎の完成が間近に迫ってきました。校舎は

９月中旬に完成する予定で、その後各種検査を経て、９月３０日（水）

に学校へ引き渡される予定となっています。さらに、駐車場やグラウン

ドなどの外構工事が進められ、来年３月にはすべての工事が完了する予

定です。まだ工事の途中ではありますが、新しい校舎の写真を少しだけ

ご紹介します。ピカピカの新校舎での学校生活が今から楽しみですね。 
 

                          ※左から 

                              ①体育館 

                               ②プレイルーム 

                                                       ③教室  

 夏季休業に入ってすぐの７月２６日（日）、黒石市温湯町会主催の「丑湯祭り」が温湯温泉で開催され、

本校からは参加を希望した児童生徒とその家族、職員の計１８名が参加しました。丑湯祭りへの参加は一昨

年から始まり、今年で３年目となります。 

 丑湯祭りは、４００年以上の歴史をもつ温湯温泉の伝統行事です。暑さの厳しい土用の丑の日に、温湯温泉

の守り本尊である「薬師如来」の例大祭と合わせて行われています。昔から土用丑の日に温泉に入ると無病息

災や健康長寿のご利益があるといわれ、県内では酸ヶ湯温泉や大鰐温泉などでも丑湯祭りが行われています。 

 当日は町会で用意していただいたはっぴを身にまとい、出発地点の薬師寺をスタートしました。木彫りの

丑の御神体を乗せたみこしを引きながら、「エーンヤ、エーンヤ」「ぬるゆの湯っこはええ湯っこ」の掛け声に

合わせて、町内のこどもたちや本校の児童生徒が元気よく練り歩きました。途中の休憩では、町内の方々が冷

たいお水を用意してくださり、あたたかいおもてなしを感じることができました。町内を一周して温湯温泉

に到着すると、児童生徒一人一人にアイスが振る舞われ、大きな袋に入ったお菓子や温湯温泉のタオルまで

お土産にいただきました。当日は温泉が無料開放されており、家族と一緒に入浴を楽しんで帰った児童生徒

もいました。また、丑の御神体をなでた手で体の悪いところをさするとよくなるという言い伝えもあり、多く

の参加者が御神体に触れていました。 

 地域のみなさまには、毎年本校の参加をあたたかく受け入れていただき、感謝の気持ちでいっぱいです。学

校がある地域の伝統的なお祭りに、地域の方々と共に参加できることは、児童生徒にとってとても貴重な体

験であると思います。これからも地域とのつながりを大切にしながら、このような交流の機会を積み重ねて

いきたいと思います。 
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